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イ ギリ スの歴史家E.H .カ ーは、 歴史を「 現在と 過

去の尽き るこ と のない対話である」と 定義し ている。

現在を生き る我々が、 直面する課題を主観的・ 主体

的に捉えた上で過去の事象を見つめ直すこ と （ 対話

するこ と ） で、 新たな学びや気づき を獲得するこ と

が期待さ れている。

本市の50年にわたる 環境への取り 組みを 概観す

る中で、 時代ごと に直面し た環境課題に対し て、 ①

技術的・ 政策的なイ ノ ベーショ ン、 ②多様な主体の

協働連携による実践、 そし て③環境と 産業の共生を

目指す都市ビジョ ンを施策形成・ 実施における 軸と

し ながら 、 様々な環境課題の解決に向けて取り 組ん

でき たこ と に改めて気づかさ れる。 そし て、 地球的

規模での取り 組みが求めら れている気候変動対応や

脱炭素社会の実現と いっ た今日的課題に対し ても 、

「 イ ノ ベーショ ン」「 協働連携」「 環境と 産業の共生」

と いう 川崎市の環境施策を 形作っ てき た 3 つの軸

は、 引き 続き 有効であると 考える。

過去に学びながら 、「 豊かな未来を 創造する 地球

環境都市かわさ き 」 と いう 本市環境基本計画が目指

す環境像の実現に向けて、 次の50年を 見据えたさ

ら なる歩みを進める必要がある。

中島 幹夫さ ん

5 0年前の川崎市役所にタ イムスリ ッ プ

中島 幹夫さ んに聞く ①
昭和3 5（ 1 9 6 0 ） 年に入庁さ れ、 平成1 0 （ 1 9 9 8 ） 年に退職さ れた

中島さ んに編集部が当時のお話を聞き まし た。

コ ラ ム

― 5 0 年前の市役所について教えてく ださ い。

（ 中島） 私は職員局事務管理課で組織の統廃合を

担当し ていま し た。 昭和46年に就任し た伊藤三

郎市長から は、 公害から 青い空を取り 戻し 、 市民

中心のまちを つく るため、 公害局、 市民局、 さ ら

に市全体のこ と を考える中枢機能と し て独立し た

企画調整室を 作るよう に指示があり まし た。 実は

川崎市は以前から 保健所や福祉事務所、 人事委員

会を設置し 、 県と ほぼ同等の機能を有し ていまし

たので、 指定都市移行により 区役所や児童相談所

などができ まし たが、 内部の混乱は少なく 、 と て

も スムーズな移行ができ たこ と を 記憶し ていま

す。

― 職員の意識に変化はあり まし たか。

（ 中島） 当時は、 10大都市に肩を 並べる 自治体に

なっ たと いう 自信や誇り を持つ職員が多かっ たで

す。 競輪競馬などが盛んで市税収入も 増え、 川崎

市全体が発展し 豊かになっ ていく 実感があっ たの

で、 大変やり がいを感じ ていまし た。

― 仕事道具も 大き く 変化があっ たと 思います。

（ 中島） 新人は手書き の文書を 清書する 仕事を 任

さ れまし たが、 私は苦手でし た。 タ イ プラ イ タ ー

を使う 場合は専門のタ イ ピスト に依頼し ていまし

たので、 ワープロが導入さ れ、 職員自ら 打てるよ

う になっ たのはまさ に革命的でし た。 所属に1台

し かないワープロをみんなで取り 合っ たのを覚え

ています（ 笑）。

― 現在の川崎市をどう ご覧になっ ていますか。

（ 中島） 私が最も 思い入れのある 仕事は都市憲章

ですが、 こ れは後の自治基本条例につながり まし

た。 また、 川崎、 鹿島田、 溝の口のマスタ ープラ

ンづく り に関わり まし たが、 その頃に描いていた

こ と は現実になり まし た。 川崎アゼリ アに至っ て

は「 あんなに大き な地下街ができ るわけない」 と

言われたく ら いです。 仕事の質が大き く 変化し 、

職員数も 少ない中で実現に尽力し てく れた後輩の

みなさ んに感謝し ながら 、 川崎に来るたびに感慨

にふけっ ています。


